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H
A案

報

史

皐

懇

話

禽

第
三
十
一
回
一
月
三
十
六
日
八
金
）

「
商
務
法
以
前
に
於
け
る
唐
代
の
賀
課
」

第
三
＋
ニ
回
二
月
＝
一
日
（
土
）

「

橋

本

左

内

の

思

想

に

ヨ

い

て

」

山

口

「
挺
世
封
建
祉
会
崩
壊
期
に
於
け
る
日
雇
に
つ
い
て
」古

賀

博

「
十
八
世
記
末
イ
ギ
P
ス

農

業

労

働

者

」

植

田

豊

以
上
二
回
向
互
る
四
民
の
研
究
発
表
は
、
何
れ
も
本
年
度
卒
業
論
文
也

中
心
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
－
一
＋
＝
一
回
四
月
二
十
四
日
（
火
）

コ
十
六
年
度
最
初
の
会
合
と
し
て
、
恒
例
の
新
入
生
歓
迎
会
を
開
〈

新
制
度
に
よ
る
初
の
進
撃
者
間
中
・
平
野
両
君
を
囲
み
、
自
己
紹
介
・
命
日

拶
が
行
は
れ
た
。
な
ほ
名
誉
教
授
長
沼
賢
海
先
生
も
御
出
席
に
な
旬
、
懐

旧
の
念
ま
た
一
秒
で
あ
っ
た
。
出
席
者
二
十
七
名
。

第
三
＋
四
国
五
月
五
日
（
土
）

’

糸
島
郡
慣
山
千
如
寺
の
古
女
書
並
に
国
宝
観
音
像
の
見
挙
を
行
ふ
。
前

原
駅
受
袋
、
約
一
星
の
行
程
を
踏
破
し
て
目
的
地
に
到
著
。
午
後
四

時
、
折
か
ら
降
り
始
め
た
五
月
雨
を
衝
い
て
下
山
し
た
が
、
印
度
哲
拳
研

究
室
の
参
加
を
得
て
参
加
者
は
二
十
六
名
に
建
し
虚
況
で
あ
っ
た
＠

松

永

雅

生

企さ~
刀て

之

芳

蒙

報

ニ
十
五
年
度
卒
業
論
文
と
新
骨
折
究
生

「
両
税
法
以
前
に
於
け
る
唐
代
の
費
課
」
松

「

橋

本

左

内

の

思

想

に

つ

い

て

」

山

「
近
世
封
建
枇
会
厨
嬢
期
に
於
け
る
日
雇
に
つ
い
て
」古

賀

博

「
チ
ヤ
1
テ

イ

ス

ト

運

動

の

研

究

」

堤

一

一

一

「
十
八
世
記
末
イ
ギ

p
ス

農

業

労

働

者

」

植

田

豊

な
ほ
、
四
月
一
日
附
を
も
っ
て
、
松
永
雄
生
氏
は
東
洋
史
研
究
室
の
特

別
研
兜
舞
挙
生
に
、
山
口
宗
之
氏
は
国
史
研
究
室
の
研
究
助
手
に
任
ぜ
ら

れ
た
。

ロ永

宗雄

之生

市芳

東
洋
史
車
科
の
動
向

東

洋

史

研

寛

曾

第
＋
－
－
一
回
（
昭
和
廿
六
年
一
月
サ
七
時
）

「
朗
初
に
於
け
る
女
直
の
遜
東
移
住
に
つ
い
て
」江

島

寿

雄

氏

詳
細
は
「
東
洋
史
挙
」
第
一
輯
に
発
表
。

第
十
四
国
（
昭
和
サ
六
年
三
月
舟
一
日
）

「

未

見

君

子

考

」

松

本

雄

1
1跨
経
に
お
け
る
新
古
の
唐
の
弁
別
に
つ
い
て

l
l

熊
本
大
挙
助
教
授
栓
本
雅
朗
氏
に
遠
路
の
御
来
鳴
を
乞
い
研
究
発
表
を

御
願
い
し
た
。
民
の
永
年
の
古
代
史
研
究
の
一
端
と
し
て
「
詩
経
」
に
皐

朗

氏



糞

毒護

え
る
「
宋
見
君
子
」
に
就
い
て
の
独
自
の
新
見
解
は
、
古
代
史
研
究
者
の

稀
少
な
我
が
研
究
会
と
し
て
は
大
い
に
得
る
所
が
あ
っ
た
と
思
う
。
要
旨

去
の
湿
り
o

，

、

「
詩
経
」
’
に
は
い
く
つ
か
の
「
未
見
君
子
」
と
い
ふ
句
が
見
え
る
。
そ

れ
は
多
く
「
鼠
見
君
子
」
を
伴
ふ
。
従
っ
て
句
の
成
立
お
よ
び
移
行
の
遁

程
を
明
か

ιし
う
る
な
ら
、
そ
れ
ら
の
詩
に
即
す
る
か
ぎ
り
、
「
詩
経
」

に
お
け
る
新
古
の
唐
を
弁
別
し
う
る
と
い
ふ
と
と
が
で
き
る
。
私
は
一
連
．

の
試
み
の
な
か
の
一
つ
と
し
て
と
の
問
題
を
採
り
あ
げ
た
い
。

「
未
見
君
子
」
が
宣
接
的
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
は
周
南
「
汝
境
」

で
、
古
註
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
異
設
に
も
か
か
は
ら
ず
、
一
人
の
女
が

木
の
枝
を
伐
り
つ
つ
男
を
待
ち
、
第
二
章
で
会
ひ
え
た
悦
び
を
歌
ふ
（
既

見
君
子
、
不
我
遜
棄
）
と
と
は
踊
か
で
あ
石
。
す
な
は
ち
と
の
句
は
た
し

か
に
、
田
園
の
あ
ひ
び
き
を
意
味
す
る
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
草
摘
歌
で
あ

る
召
南
「
草
轟
」
、
夜
の
混
一
返
を
歌
ふ
鄭
風
「
風
雨
」
に
基
本
的
な
か
た

ち
で
用
ひ
ら
れ
る
が
、
後
詩
は
「
未
見
君
子
」
を
脱
落
せ
し
め
「
翫
見
君

子
」
の
み
と
な
る
。
し
か
る
に
と
の
匂
は
や
が
て
不
在
の
恋
人
へ
の
物
思

ひ
を
主
題
と
す
る
秦
風
「
最
風
」
に
用
ひ
ら
れ
、
さ
ら
に
唐
風
「
揚
之

水
」
に
な
る
と
、
「
甑
見
君
子
、
一
五
何
不
築
」
と
い
ふ
句
は
章
末
の
リ
フ

V

イ

νと
し
て
拍
子
に
ち
か
い
性
格
を
あ
ら
は
す
。
し
か
も
と
の
句
の
寵

愛
情
調
を
ふ
ま
へ
て
、
秦
風
「
車
掬
」
は
祝
宴
の
匂
に
用
ひ
、
そ
れ
は
小

碓
「
葱
購
」
「
類
弁
」
「
出
車
」
に
お
い
て
い
よ
い
よ
推
し
進
め
ら
れ
、

「
普
脊
者
装
」
「
鴎
桑
」
に
な
る
と
さ
ら
に
君
子
の
額
献
に
移
行
し
て
し

ま
ふ
。
そ
れ
は
凡
そ
詩
形
の
発
展
に
応
ず
る
が
、
同
時
に
詩
形
の
み
に
よ

る
新
古
の
分
析
が
危
険
で
あ
る
と
と
を
も
示
し
て
ゐ
る
。

第
十
五
回
（
昭
和
サ
六
年
四
月
廿
λ
日）

「
再
び
明
初
に
於
け
る
女
直
の
謹
東
移
住
に
つ
い
て
」

江

島

寿

雄

民

前
回
の
発
表
に
於
い
て
盛
ん
な
質
疑
応
答
が
行
は
れ
、
時
間
が
足
ら
ず

途
中
で
打
切
っ
た
が
、
更
に
前
回
の
疑
点
に
就
い
て
補
足
す
る
と
共
に
、

査
体
の
立
場
か
ら
詳
細
に
究
明
さ
れ
た
。
後
日
事
巧
論
文
と
し
て
発
表
の

．
予
定
。新

刊
昨
年
の
十
二
月
刊
行
し
た
「
東
洋
史
学
」
第
一
輯
に
続
い
て
第
二
輯
を

続
刊
、
内
容
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

北
宋
時
代
応
語
所
「
草
」
に
就
い
て

定

安

国

考

付

説
書
西
域
伝
考
パ
円

！
成
立
と
補
綴
と
復
原

l

宋
史
食
貨
志
訳
註

西
洋
史
研
究
曾

研
究
室
で
は
定
例
の
研
究
会
を
引
続
き
開
催
し
て
い
る
が
題
目
及
び
発

表
者
は
弐
の
語
り
で
あ
る
。

第
十
四
国
例
曾
（
二
十
六
年
一
月
十
五
日
）

「
ド
ス
ト
イ
エ
ア
ス
キ
ー
と
そ
の
時
代
」

西
洋
史
肇
科
の
動
向

H 

日

野

関

三

郎

日

野

関

三

郎

研結

究 木

室勝

員馬

加

藤

知
弘



第
十
五
回
例
曾
（
二
十
六
年
一
月
二
十
五
日
）

「
増
田
四
郎
著
『
欧
羅
巴
世
界
成
立
史
観
の
諸
類
型
』
に
つ
い
て
」

山

浦

康

孝

古

森

利

雄

「
ピ
ヨ
I
ト
ぷ
改
革
の
意
義
」

第
十
六
回
例
曾
（
二
十
六
年
二
月
九
日
）

「
庭
園
法
（
図
。
可

2
Z）
に

つ

い

て

」

品

位

垣

裕

ω
0
0
口
問
。
吋
の
所
論
を
中
心
と
し
て
荘
園
法
の
法
的
性
格
を
論
じ
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
典
型
と
い
は
れ
る
（

p
m
o
V
4
8江
田
）
「
V

グ
テ
ィ
ト

ゥ
デ
ィ
ネ
l
ス・

γ
y
グ
一
ア
ー
ル
ム
・
ベ
ル
ソ
ナ
l
ル
ム
」
の
内
容
に
触

れ
た
後
、
の
・

4
・回
O
H
O
請
を
始
め
と
す
る
所
謂
「
荘
園
法
読
」
を
め
ぐ

る
論
争
を
述
べ
る
。

第
十
七
回
倒
曾
（
二
十
六
年
二
月
十
六
日
）

「
古
代
奴
隷
制
崩
壊
に
関
す
る
一
一
一
一
一
の
問
題
に
つ
い
て
。

1
1
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
l

「
古
代
奴
隷
制
」
を
起
点
と

し
て

i
l」

1

森

肱

一

一

一

史
翠
関
係
講
義
題
目

！
j
昭
和
二
十
六
年
度
第
一
挙
期

（
四
月

i
十
月
）

史
学
概
論

史
学
概
論

国
史
及
び
日
本
思
想
史

小

林

教

葉

報

授

中
世
貨
幣
流
遁
史

演

習

付

圏

太

暦

演
習

M
H

菩
妻
樟

古
文
書
学

荘
園
の
発
達

古
文
書
学
演
習

・

演
習
切
支
丹
史
の
研
究

エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
l

「
古
代
奴
隷
制
」
中
の
奴
隷
制
崩
壊
に
関
す

る
部
分
を
略
述
し
、
そ
れ
に
ロ
ス
ト
プ
ツ
エ
プ
、
テ
ュ
・
プ
一
プ
Y
グ
等
古

代
史
家
の
古
代
波
落
設
を
参
照
し
、
マ
イ
ヤ
ー
が
支
配
階
級
の
資
本
の
庄

、
泊
に
よ
る
自
由
農
民
の
漫
落
と
工
業
の
未
発
濯
を
強
調
し
た
事
は
多
と
す

る
が
、
奴
隷
階
級
自
身
の
果
し
た
佼
割
を
過
小
評
価
し
た
点
を
批
到
し
、

更
に
そ
の
資
本
の
内
容
と
工
業
未
発
達
の
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

第
十
八
回
例
曾
（
二
十
六
年
四
月
三
十
日
）

「
人
民
党
（
M
M
O
O
H
M

－0．ωMM
m
w
ユ
三
成
立
の
枇
会
的
背
景
に
つ
い
・
て
」

宮

野

啓

二

政
党
成
立
の
祉
会
的
背
長
と
な
っ
た
南
北
験
争
後
の
南
部
に
お
け
る
農

業
問
題
、
と
く
に
工
業
国
の
資
本
主
義
化
の
犠
牲
と
な
れ
る
小
作
農
民
の

窮
境
を
指
摘
し
、
最
後
に
政
党
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
民
主
党
と
の
関
漣
な

ど
政
治
面
の
経
過
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

森同同竹

内

同同檎

教

授

木

講

師

中
江
兆
民

明
治
思
想
史
概
説

東

洋

史

五
代
史

特
講
安
東
部
落
府
考

演

習

唐
代
史

西

尾

講

師

同

野

教

擾

教

授

鈴 同同日

講 ，

師

垣

一
一一一一． 
， 



集

演
習

陸
宜
会
奏
議

報
同

西

洋

史

蹴

説

近

世

篇

小

林

特
講
理
論
歴
史
挙
の
発
展
同

演
習
（

A
）
ま
・
出
・
ロ
o
σ
Y
4
v
o

巴
2
0
E
M
V
B
O
E
a
o
m
w
M
V広州
WHZB

同

（

B
）
の
・
冨
o
z
p
ω
O
N
E
－o

図
。
君
。
関
口
HMmop
ロ
ロ
血
寸

VOO吋向。

同

演
習其

の

他

古
代
哲
挙
史

近
世
絵
画
史

朗
代
思
想
史

大
乗
必
教
史

近
世
女
挙
史

教

長

沢

教

授

谷

口

助

教

授

楠

本

教

授

干

潟

教

授

元
様
の
文
学

杉
．浦

助

教

授

目

加

国

教

授

前

川

助

教

援

進

藤

教

授

平

塚

教

授

吉

田

教

授

今

中

教

授

貝

島

教

授

唐
代
文
学
史

十
八
世
記
英
詩
人
研
究

モ
リ
エ
ー
ル
研
究

教
育
史
概
説

ロ
ー
マ
法

廷
世
後
期
政
治
思
想
史

東
南
ア
ジ
ア
政
治
史

日
本
経
済
史

日
本
産
業
労
働
史

宮

本

教

授

E
田

助

教

授

援

昭
和
二
十
六
年
一
月
以
降

変
換
受
贈
雑
誌
目
銭

東
洋
文
佑
四

天
理
大
学
学
報

（
到
著
順
）

東

洋

学

第
二
巻
第
一
・
二
号

天
理
大
学
人
文
学
会

歴

史

第

二

輯

東

北

史

学

会

史
挙
雑
誌
第
五
十
九
編
第
十
二
号

東

大

史

学

会

文

化

史

学

第

一

号

文

化

史

学

会

文

化

史

学

第

二

号

同

右

津
土
激
美
術
法
然
数
コ
一
部

石

田

一

良

著

商

大

論

集

．

第

四

号

紳

戸

商

大

文
佑
学
年
報
第
一
輯
同
志
社
大
文
化
学
会

経
済
情
勢
第
二
五
六
号
三
菱
経
済
研
究
所

東
方
挙
報
第
十
九
新京

大
、
人
文
科
学
研
究
所

平

和

台

論

叢

第

一

号

砲

岡

商

大

史
学
雑
誌
第
六

O
編
第
一
号東

大

史

挙

会

第
二
十
四
倉
第
二
号

東

京

第
一
念
第
十
二
号

大
阪
市
立
大
挙
文
学
会

第
二
巻
第
一
号

同

右

二

月

号

日

本

屋

史

学

会

一

月

号

民

科

第
二
五
七
号
三
菱
経
済
研
究
所

記

念

特

輯

号

丹

波

史

談

会

第
二
巻
第
一
号

仏

教

史

学

会

第
一
一
一
巻
第
二
号

立
命
館
文
学
会

立
命
館
文
学
第
七
七
号
立
命
館
大
学

一
橋
論
叢
第
二
十
四
巻
第
三
号

東

京

・

商

大

第
三
十
三
号
龍
谷
大
学
史
挙
会

第
二
巻
第
二
・
＝
一
号

大
阪
市
立
大
学
女
学
会

第
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